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（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 8,127 26.5 149 △65.1 159 △63.1 110 △63.2

2025年３月期第３四半期 6,425 11.3 429 △37.0 433 △36.9 299 △36.9

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第３四半期 11.94 －

2025年３月期第３四半期 32.44 32.43

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 5,186 1,410 27.2

2025年３月期 4,721 1,873 39.7

（参考）自己資本 2026年３月期第３四半期 1,410百万円 2025年３月期 1,873百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 0.00 － 65.00 65.00

2026年３月期 － 0.00 －

2026年３月期（予想） 40.00 40.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,100 19.1 650 △31.3 652 △30.4 452 △30.5 48.90

１．2026年３月期第３四半期の業績（2025年４月１日～2025年12月31日）

（注）１. 2026年３月期第３四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記
載しておりません。

（２）財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有

３．2026年３月期の業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期３Ｑ 10,394,000株 2025年３月期 10,394,000株

②  期末自己株式数 2026年３月期３Ｑ 1,140,489株 2025年３月期 1,163,988株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期３Ｑ 9,243,342株 2025年３月期３Ｑ 9,237,517株

※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：無

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無

③  会計上の見積りの変更                    ：無

④  修正再表示                              ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１．当四半期決算に関す

る定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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区分

前第３四半期累計期間

（自　2024年４月１日

   至　2024年12月31日)

当第３四半期累計期間

（自　2025年４月１日

   至　2025年12月31日)
増減額

（千円）

前年同期比

（％）
金額

（千円）

構成比

（％）

金額

（千円）

構成比

（％）

TV通販 949,525 14.8 771,169 9.5 △178,355 81.2

外販

（一般流通）
355,826 5.5 671,391 8.3 315,564 188.7

外販

（OEM販売）※２
1,012,335 15.8 806,515 9.9 △205,820 79.7

直販（EC） 4,107,762 63.9 5,878,087 72.3 1,770,324 143.1

合計 6,425,450 100.0 8,127,163 100.0 1,701,713 126.5

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期累計期間における我が国経済は、雇用・所得環境の緩やかな改善や訪日観光客の増加、各種経済

政策の効果などにより、回復傾向が続きました。一方で、エネルギー価格の高止まりや円安の進行、地政学リス

クの影響などにより、物価上昇が長期化し、個人消費には依然として弱さが見られるなど、景気の先行きには不

透明感が残る状況となりました。

　このような状況において、当社は３つの経営ビジョンの下（※１）、直販（EC）においては卵殻膜を配合した

メンズスキンケア商品のTVCMを放映したことで新規顧客獲得数及び定期会員数が好調に推移し、またECモール販

売も順調に拡大したことで、売上高は前年同期比で増加しました。外販（一般流通）では、ドラッグストア及び

バラエティショップ導入店舗数が拡大したことで、売上高は前年同期比で大幅に増加しました。一方、外販（OEM

販売）では、OEM先からの受注数が減少し、売上高は前年同期比で減少しました。TV通販は大型番組が予算未達と

なったことで、売上高は前年同期比で減少しました。営業利益は、外販（OEM販売）及びTV通販の不振に加え、直

販（EC）での新規顧客獲得数の増加を狙った広告宣伝費の積極的運用により、前年同期比で減少しました。

　その結果、当第３四半期累計期間の経営成績は、売上高8,127,163千円（前年同期比26.5％増）、営業利益

149,983千円（前年同期比65.1％減）、経常利益159,944千円（前年同期比63.1％減）、四半期純利益110,336千円

（前年同期比63.2％減）となりました。

※１・先進諸国に到来する高齢化社会において、人々の健康、若さ、そして美しさの維持・向上による“生活の

質”の向上という根源的なニーズに、“卵殻膜”を通じて貢献する。

・卵殻膜の多機能な効果及び効能を科学的に解明し、常にユニークで最高品質の商品開発にこだわり、それを

世界に提供する。

・“卵殻膜”で、美容と健康分野において、新しい価値観を浸透させる。

　なお、当社は卵殻膜ヘルスケア事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の開示は行っておりません

が、売上高の販売チャネル別の内訳は、以下のとおりであります。

※２ OEM販売額のうち、インターネット販売を主としているOEM先への売上高

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第３四半期会計期間末の流動資産は4,928,273千円となり、前事業年度末と比較して498,726千円増加しまし

た。これは主に、売掛金が493,402千円、商品が270,705千円、前払費用が124,621千円増加し、電子記録債権が

376,315千円、現金及び預金が86,876千円減少したことによるものです。固定資産は258,270千円となり、前事業年

度末と比較して33,863千円減少しました。これは主に、敷金が14,309千円、繰延税金資産が11,168千円減少したこ

とによるものです。

　以上の結果、総資産は5,186,543千円となり、前事業年度末と比較して464,862千円増加しました。
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（負債）

　当第３四半期会計期間末の流動負債は3,708,164千円となり、前事業年度末と比較して918,569千円増加しまし

た。これは主に、短期借入金が950,000千円、未払金が57,809千円増加し、未払法人税等が175,879千円減少したこ

とによるものです。固定負債は67,706千円となり、前事業年度末と比較して9,448千円増加しました。これは、退

職給付引当金が10,239千円増加し、リース債務（長期）が791千円減少したことによるものです。

　以上の結果、負債合計は3,775,871千円となり、前事業年度末と比較して928,017千円増加しました。

（純資産）

　当第３四半期会計期間末の純資産は1,410,672千円となり、前事業年度末と比較して463,154千円減少しました。

これは主に、自己株式が27,817千円、繰越利益剰余金が489,614千円（配当金支払599,950千円、四半期純利益

110,336千円）減少したことによるものです。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2026年３月期の業績予想につきましては、最近の業績動向を踏まえ、2025年11月14日付「2026年３月期第２四半

期決算短信」で公表いたしました2026年３月期（2025年４月１日～2026年３月31日）の業績予想を修正することと

しました。

　詳細につきましては、本日（2026年２月13日）公表の「通期業績予想および配当予想の修正に関するお知らせ」

をご参照ください。
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（単位：千円）

前事業年度
(2025年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2025年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,570,538 1,483,662

電子記録債権 601,169 224,854

売掛金 721,386 1,214,789

商品 1,256,777 1,527,483

貯蔵品 190,324 149,253

前払費用 53,072 177,694

未収還付法人税等 - 111,528

その他 36,541 39,294

貸倒引当金 △264 △287

流動資産合計 4,429,546 4,928,273

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 39,074 36,976

工具、器具及び備品（純額） 51,834 51,858

リース資産（純額） 4,940 4,199

有形固定資産合計 95,849 93,034

無形固定資産

商標権 625 437

ソフトウエア 25,331 27,104

ソフトウエア仮勘定 - 1,650

無形固定資産合計 25,957 29,191

投資その他の資産

長期前払費用 43,410 34,606

繰延税金資産 75,152 63,983

敷金 51,753 37,444

その他 10 10

投資その他の資産合計 170,326 136,043

固定資産合計 292,133 258,270

資産合計 4,721,680 5,186,543

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

前事業年度
(2025年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2025年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 240,881 288,629

短期借入金 2,100,000 3,050,000

リース債務 1,107 1,051

未払金 180,197 238,007

未払費用 28,811 50,259

未払法人税等 175,879 -

未払消費税等 1,670 17,299

預り金 5,265 9,882

賞与引当金 41,281 25,862

その他 14,500 27,173

流動負債合計 2,789,595 3,708,164

固定負債

リース債務 4,378 3,586

退職給付引当金 53,880 64,119

固定負債合計 58,258 67,706

負債合計 2,847,853 3,775,871

純資産の部

株主資本

資本金 110,000 110,000

資本剰余金

その他資本剰余金 21,752 20,394

資本剰余金合計 21,752 20,394

利益剰余金

利益準備金 27,500 27,500

その他利益剰余金

別途積立金 110,000 110,000

繰越利益剰余金 2,982,491 2,492,877

利益剰余金合計 3,119,991 2,630,377

自己株式 △1,377,917 △1,350,099

株主資本合計 1,873,826 1,410,672

純資産合計 1,873,826 1,410,672

負債純資産合計 4,721,680 5,186,543
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（単位：千円）

 前第３四半期累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

 当第３四半期累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年12月31日)

売上高 6,425,450 8,127,163

売上原価 1,903,760 2,052,956

売上総利益 4,521,689 6,074,206

販売費及び一般管理費 4,091,818 5,924,223

営業利益 429,870 149,983

営業外収益

受取利息 128 1,366

敷金償却戻入益 - 12,505

キャッシュバック収入 13,627 16,101

雑収入 1,042 732

営業外収益合計 14,797 30,706

営業外費用

支払利息 10,155 20,195

自己株式取得費用 759 396

為替差損 24 153

営業外費用合計 10,939 20,745

経常利益 433,728 159,944

税引前四半期純利益 433,728 159,944

法人税、住民税及び事業税 134,703 38,439

法人税等調整額 △626 11,168

法人税等合計 134,076 49,607

四半期純利益 299,651 110,336

（２）四半期損益計算書
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当社は、2025年７月29日に当社従業員に対し、譲渡制限付株式としての自己株式23,499株の処分を実施いたし

ました。これにより、資本剰余金が1,358千円減少し、自己株式が27,817千円減少しております。

　この結果、当第３四半期会計期間末において資本剰余金が20,394千円、自己株式が1,350,099千円となっており

ます。

前第３四半期累計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　2025年４月１日

至　2025年12月31日）

減価償却費 23,808千円 19,386千円

（四半期キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

  当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年12月31日）

　当社は、卵殻膜ヘルスケア事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　2025年４月１日　至　2025年12月31日）

　当社は、卵殻膜ヘルスケア事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期財務諸表に対する期中レビュー報告書

2026年２月13日

株式会社アルマード

取締役会　御中

アーク有限責任監査法人

東京オフィス

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 松浦　大樹

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 海老澤　弘毅

監査人の結論

　当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社アルマードの2025年４月１日から2026年 ３

月31日までの第26期事業年度の第３四半期会計期間（2025年10月１日から2025年12月31日まで）及び第３四半期累計期間

（2025年４月１日から2025年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及

び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等

の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四

半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさ

せる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載されて

いる。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される規

定を含む。）に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法

人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽

表示のない四半期財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切である

かどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任があ

る。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期財務

諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手続

を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度

の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら

れると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていない

と信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場

合は、期中レビュー報告書において四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四

半期財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求

められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況によ

り、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・四半期財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が

国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４

条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められないかど

うかを評価する。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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